　道徳科学習指導案　
〜課題選択で個別最適に、対話的学習で協働的に学ぶ情報モラル学習〜

　本時の指導
（1） ねらい
　インターネットやSNSの特徴や危険性について理解し、自分や周りの人の安全を考えながら正しく使おうとする態度を養う。
（２）展開
	
	学習活動（主な発問と予想される児童の意識）
	指導上の留意点

	

導
入

１０
分

	1． 身のまわりの情報環境を捉える
T：SNSでこんな投稿をよく見かけませんか？
・よく見る！　・私もやってる！　
・〇〇さんが上手だよね！
[image: ]

T：こういう投稿は楽しいですか？
・楽しい！　・見るのも楽しい！

補：例えばどんなところでしょう？
・色んな人の好きなことが分かる！
・楽しいところとか、
　流行ってる振り付けとかを知ることができる！

T：なるほど。反対にこういう投稿が
危険だな、怖いな、と思う人はいますか？
・思う！　・気をつければ大丈夫！

T：『楽しい』と『危険』で両方感じる人がいます
ね。どちらかに決められない人もいるかもし
れません。『楽しい』と『危険』の間だった
ら、どれくらいの気持ちですか。
　　ピン集計　　 　　　　　
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２．本時の課題を捉える
T：どうしてそこで示したのか、
　   理由を教えてくれますか？
・上手に使えば、暇なときに楽しめる。
・同じ趣味の人を見つけられる。
・悪い人に悪用されるかもしれない。
・別にもともと興味ないから楽しくない。

T：危険だと思ったら
　   使わないようにすればいいと思いませんか？
・気を付けて使えばいい。
・そういうわけではない。
・正しく使えば便利なものだから
補：例えば何に気をつけますか？
・何に気をつけるかっていうと…。
・危ないことや個人情報に気をつける。
T：その『気をつけること』はどんなことか、
また、どんな気持ちで使ったらよいか考えてみ
ましょう。

	・インターネットやSNSが身近なもの
であることを捉え、自分事として関心を持つことができるようにする。

・導入では、使うことの楽しさやよさ
など、児童の実態を前向きに受け止
め、「使う」ことに対して否定的に
ならないようにする。

・楽しい中に危険性が含まれているこ
とにも気付かせ、本時の課題を捉え
られるようにする。

・インターネットやSNSは、「楽し
い・便利なもの」であり、基本的に
使っていくものである。そのため、
「危険だからなるべく使わない」と
いう考えに偏らないように留意す
る。そして、未来的に「使うこと」
を前提とすることで、学ぶ必要性を
実感させる。


【オクプラ操作】
	・画像を集計用画像に設定する。
・児童にピンを置かせる。
・ピン集計を表示する。
・クラスの傾向を視覚化する。




・「楽しい」と「危険」の葛藤から、
使い方を学ぶ必需性を引き出す。



















・児童の様子や言葉から課題設定を
し、主体的に問いをもてるようにす
る。

	

展
開

３０
分

	

３．導入画像から『気をつけること』を考える。
T：先ほどの写真に戻りますが、この写真には
危険なところはありますか？
・名前が出ている。
・顔や制服が分かっちゃう。
・学校がバレる。
・背景とかで何時頃にどこにいるか分かる。

[image: ][image: ]
４．課題を選択し、グループで考える
T：危険性については分かってきました。で
　   も、今日の課題は「上手に使える」ように
　   なることです。考えられる次のような場面か
ら、自分で選択して考えてみましょう。

　　協働学習　　
　　みんなの広場　　
　３つのタブに分けて学習　
キーワード集計
	A
	オンラインで親しくなった人との関わり

	B
	SNS投稿の楽しみ方

	C
	ネット広告やアンケートの扱い方



【A：オンラインで親しくなった人との関わり】
[image: ][image: ]
1 新しい友達ができそう。
2 知らない人だから危険。嘘かもしれない。
3 お家の人に相談したら？嘘かもしれないよ。
【B ：SNS投稿の楽しみ方】
[image: ][image: ]
1 いいねがもらえそう。沢山知ってもらえる。
2 個人情報がばれてしまう。
3 顔を隠す。場所を隠す。
【C：ネット広告やアンケートの扱い方】
[image: ][image: ]
1 商品が欲しいから。なんか面白そう。
2 名前・住所などの個人情報を教えるところ。
3 個人が特定されて拡散される。危ない。


























５．全体で話し合い、共有する。

	情報機器を上手に使うために大切なことは？


・課題意識をもった状態で導入と同じ
画像を見直し、同じ事象から違う見
方や考え方が生まれることに気付か
せる。

【オクプラ操作】
	・教師側はヒントカードを用意する。
・児童にヒントカードを配付する。
・児童機は左下マークから受け取る。



・基本的には、児童がヒントカードを
もとに自ら視点をもって考えてい
く。必要に応じてネットやSNSの特
徴と教師が関係づけるなどして支援
する。
（公開性、匿名性、非対面性、
　　　　　　即時性、記録性、など）
[image: ]

・インターネット／SNSの５つの特性ごとに事例をまとめたヒントカード５枚を配布する。手元で参照しながら考えを深められるようにする。
[image: ][image: ]
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・「危険」の視点で考えることで、、
様々な特徴や特性に気付くことが　
できるようにする。

・これまでに得た知識を活用し、疑似
体験的に学習できるようにする。

・課題意識に応じて、材料を自己選択
できるようにする。
・A,B,Cのグループで分かれ、
対話しながら協働的に学べるようにする。

【オクプラ操作】
	・みんなの広場で３つのタブを作る。
・各タブで表組のワークシートを背景
にする。
・フォーマットのカードを配付する。
・各グループで操作する。
（協働的にするため、実際の座席も
グループ席にしてもよい）
・キーワード集計でテキスト分析をか
け、各グループの言語傾向を視覚化
してもよい。



・それぞれのグループの発表から共通
項を見出し、教師が黒板に整理して
いく。（時間に余裕がある場合や、児童の実態によっては、児童に共通項をまとめさせてもよい）

・背景画像に合わせて意見を書き込む
ようにし、課題と良い点、改善案が
整理できるようにする。

・児童の実態によって背景画像は変更
し、あくまで子ども主体で意見をま
とめられるようにする。

・ボード上は自由に書き込んだり、操
作したりしてよいことを伝え、児童
が主体的に取り組めるようにする。

・大型スクリーンやTVなどに映し、話
題となっている材が分かるようにす
る。

・児童には発表グループのボードを開
くように声をかける。

・教師は共通する部分を黒板に整理し
てまとめていく。

	終
末
５
分
	６．ネットやSNSの上手な使い方について
　　学習を通して振り返る。
T：今日はインターネットやSNSの楽しさと危な
さを学習しました。今日考えたことをもとに、
これからどのようにしていけばよいか、まとめ
ましょう。
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	・「怖いから使わない」とならないよ
う、ネットやＳＮＳも必要性につい
てはあらためて整理する。

・自己と情報社会との付き合い方につ
いて、納得解がまとめられるように
する。

【オクプラ操作】
	・みんなの広場でタブを作る。
（可視化しない場合は提出BOX）
・テキスト分析



・適宜、必要に応じてネットやSNSの
「楽しさ／危険」を整理させる。
→付録教材ワークシート　
[image: ][image: ]




(3)評価の視点(道徳科における児童の学習状況及び成長の様子についての評価)
・インターネットやSNSの正しい使い方を理解し、これからの生活に活かそうとしている(発言・ノート)
・インターネットやSNSがもたらす危険性を理解し、自分や周りの安全を守ろうとしている(発言・ノート)


















































資料
1 児童振り返り記述　評価例
	振り返り　記述例

	【SNSやインターネットのよさや危険性を捉えながら、未来志向的に使い方を考えている。】
・SNSには良さと危険性があることがわかりました。趣味が同じ人を見つけて分かり合ったり、楽しいことを
みんなに認めてもらったりする良さがあると感じます。反対に、知らない人の投稿を見て元気になったり、楽しい気持ちになったりすることもできると思いました。一方で、その中から個人情報がバレてしまう可能性があることや、知らずうちに加害者になってしまう危険性も沢山あるので、リスクをよく考えたうえで、正しい使い方をしたいと思いました。
・お家の人と確認しながら安全に気をつけて使いたいと思いました。警察の人が言っていたように、知らない
人に個人情報を知られて怖い目にあわないようにしたいです。また、そのつもりがなくても、自分が誰かを傷つけてしまう可能性もあるので、相手のことを考えてLINEなどを使うようにしていきたいと思いました。

	【SNSやインターネットの危険性に気を付けながら使い方を考えている。】
・安全に気をつけてインターネットやSNSを使おうと思いました。なぜかというと、伝えたいことと違う捉え
方をされてトラブルになってしまったり、知らない人に個人情報が伝わって危険な目にあったりするからで
す。必要な時だけ使うようにしていきたいと思います。
・楽しく使うことはいいことだけど、危ない部分もあることを考えて使っていきたいと思いました。
・個人情報に気をつけながら、SNSやネットを上手に使っていきたいです。

	【SNSやインターネットの危険性について考えている】
・SNSは、こわいと思いました。
・使い方に気をつけようと思いました、
・スマホをもったら安全に使います。
・インターネットの使い方について分かりました。
・知らない人とは、かかわらないようにしたいです。



2 学習指導要領としての位置づけ
	(1) 情報モラルに関する指導 
　社会の情報化が進展する中，児童は，学年が上がるにつれて，次第に情報機器を日常的に用いる環境の中に入っており，学校や児童の実態に応じた対応が学校教育の中で求められる。これらは，学校の教育活動全体で取り組むべきものであるが，道徳科においても同様に，情報モラルに関する指導を充実する必要がある。

ア　情報モラルと道徳科の内容
　情報モラルは情報社会で適正な活動を行うための基になる考え方と態度と捉えることができる。内容としては，情報社会の倫理，法の理解と遵守，安全への知恵，情報セキュリティ，公共的なネットワークがあるが，道徳科に おいては，第２に示す内容との関連を踏まえて，特に，情報社会の倫理，法の理解と遵守といった内容を中心に取り扱うことが考えられる。指導に際して具体的にどのような問題を扱うかについては各学校において 検討していく必要があるが，例えば，親切や思いやり，礼儀に関わる指導の際に，インターネット上の書き込みのすれ違いなどについて触れたり，規則の尊重に関わる指導の際に，インターネット上のルールや著作権など法やきまりに触れたりすることが考えられる。また，情報機器を使用する際には， 使い方によっては相手を傷つけるなど，人間関係に負の影響を及ぼすことも あることなどについても，指導上の配慮を行う必要がある。

イ　情報モラルへの配慮と道徳科 　　
情報モラルに関する指導について，道徳科では，その特質を生かした指導の中での配慮が求められる。道徳科は道徳的価値に関わる学習を行う特質があることを踏まえた上で，指導に際しては，情報モラルに関わる題材を生かして話合いを深めたり，コンピュータによる疑似体験を授業の一部に取り入れたりするなど，創意ある多様な工夫が生み出されることが期待される。 　　
　具体的には，例えば，相手の顔が見えないメールと顔を合わせての会話との違いを理解し，メールなどが相手に与える影響について考えるなど，インターネット等に起因する心のすれ違いなどを題材とした親切や思いやり，礼儀に関わる指導が考えられる。また，インターネット上の法やきまりを守れずに引き起こされた出来事などを題材として規則の尊重に関わる授業を進めることも考えられる。その際，問題の根底にある他者への共感や思いやり，法やきまりのもつ意味などについて，児童が考えを深めることができるよう にすることが重要になる。 　
なお，道徳科は，道徳的価値の理解を基に自己を見つめる時間であるとの特質を踏まえ，例えば，情報機器の使い方やインターネットの操作，危機回避の方法やその際の行動の具体的な練習を行うことにその主眼を置くのではないことに留意する必要がある。

参考・引用：小学校学習指導要領（平成29年告示）解説　特別の教科　道徳編
※赤字・太字は作成者によるもの
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